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島根県の医療にとって, 医師をはじめとする地
域の医療従事者の確保は, 非常に大きな課題であ

る｡ 以前より, さまざまな対策がとられているも
のの, 島根県の病院では医師, 看護師をはじめ,
薬剤師についても十分に確保できていない状況に
あり, また薬局においても, 薬剤師不足は同様な
傾向にある｡ 近年, 医療施設薬剤師は, きめ細か
な薬剤管理や服薬指導, がん分子標的薬等の強力
な薬剤の出現, 薬剤適正使用等といった高度知識
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【目的】全国及び島根県における薬剤師数の動向を解析し, 薬剤師ニーズについて検討す
る｡
【方法】����年から����年までの医師・歯科医師・薬剤師調査報告書, 医療施設調査・病
院報告書, ならびに衛生行政報告書を用いて, 薬剤師ニーズに関わる情報を分析した｡ ま
た, 島根県における薬剤師求人の状況については, 公共職業安定所の求人数を用いた｡
【結果】島根県では, 全国と同様に, ����年より����年まで継続して薬剤師数の増加がみ
られた｡ 特に, 医療施設数が多い圏域での薬剤師数増加が著しかった｡ また, 医療施設薬
剤師, 薬局薬剤師, 衛生行政等の業種別での解析では, ����年以降の薬局薬剤師数の増加
は顕著であった｡ 次に島根県の薬剤師ニーズについて求人数をみたところ, ����年におい
て薬局 !件, 病院��件であった｡
【考察】近年の薬剤師数の増加は, 地域医療構想における地域包括ケアでの薬局薬剤師ニー
ズの高まりや病院薬剤師の病棟業務拡大が関係しており, 短期的には更なる薬剤師増加が
見込まれる｡ 今後は, 高齢化, 地域の病床減少, 在宅医療の強化, 多職種連携業務増加と
いった中長期的なニーズの変化を踏まえ, 地域偏在や施設特性に応じた薬剤師確保対策が
必要と考えられた｡
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が必要な場面が拡大している｡ また, 薬局薬剤師
においても, 地域包括ケアでの多職種連携活動,
在宅医療での投薬, 高齢者のポリファーマシー改
善といった専門性を発揮する機会が多くなってき
ている｡ 今後もこういった地域における薬剤師
ニーズの増加が予想される｡ しかし, 医師, 看護
師の確保についての報告は多いが, 薬剤師の確保
に関する報告は少ない｡ そこで, 全国及び島根県
の薬剤師数動向から, 今後の薬剤師ニーズについ
て検討した｡
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����年から ��!年で, 島根医科大学医学部附属
病院の開院の����年を含めた｡
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����年及び���"年～ ��!年の隔年に行われた医
師・歯科医師・薬剤師調査報告を用いた｡ 人口算
出には, ����年より前は直前の国勢調査人口を用
い, ����年以降は当該年の全国, 島根県, 市町村
別の推計人口を用いた｡
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日本薬剤師会の処方せん受け取り率の推計デー
タを用い, #次医療圏別データについては,  ��!
年島根県健康福祉部薬事衛生課調べを用いた｡
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医療施設調査・病院報告を用いた｡ また, 薬局
数に関するデータは厚生省報告例 (���"年－����
年), 衛生行政報告例 ( ���年－ ��!年) を用い
た｡
F�567GH8

厚生労働省職業安定局の運営するハローワーク

インターネットサービス ( ���年$月��日アクセ
ス) の薬剤師の求人情報�)を用いた｡
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全国平均 (以下全国という｡) 及び島根県の人
口��万対薬剤師数 (以下薬剤師数という｡) をみ
ると, 全国, 島根県ともに一貫して増加しており,
 ��!年には全国  �%&人, 島根県�' %�人であった｡
調査全期間において, 島根県の薬剤師数は, 全国
と比べて!�～&�人少なく推移していた (図()｡
島根県内薬剤師の性別について, 女性の割合は

��"&年前後では)&％程度であったが, その後上昇
し��'�年で&�％を越えた｡ その後も女性割合は増
加し, ���"年には&'%&％をピークとして, その後
減少し,  ��!年の女性の割合は&�%&％であった｡
 ��!年における全国の薬剤師女性割合"�%�％は,
島根県での女性割合よりも高かった｡
#次医療圏別薬剤師数 ( ��!年) は, 多い順に,

出雲圏域 (以下出雲という｡)   &%)人, 益田圏域
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(以下益田という｡) �����人, 松江圏域 (以下松
江という｡) � !��人, 浜田圏域 (以下浜田とい
う｡) � "�#人, 県央圏域 (以下県央という｡)
��$� 人, 隠岐圏域 (以下隠岐という｡) ��"�"人,
雲南圏域 (以下雲南という｡) ����%人であった
(図&)｡
次に, 薬剤師業種別の解析では, 医療施設薬剤

師数は全国, 島根県ともに増加しており, 全国が
やや多く推移していたが, "��"年以降は逆転し,
"��$年では全国$!�#人, 島根県$��%人とわずかに
島根県が上回っていた｡ 一方, 薬局薬剤師数は,
全国, 島根県とも���"年までは徐々に増加してい
たが, それ以降は急激に増加していた (図')｡
"��$年では, 全国�" 人, 島根県��!人となってお
り, 調査期間一貫して約"�～!�人で全国＞島根県
といった差がみられた｡ 次に, "��$年の医薬品企
業薬剤師数は, 島根県では�"��人となっており,
全国!$�"人と比べて"��#人少なく, その差は拡大
しつつある｡ また, "��$年の衛生行政薬剤師数は
全国��"人に比べ, 島根県!��人とやや薬剤師数は
少なく, 近年になって, わずかにその差は広がり
つつある (図')｡ また, "��$年の大学教員薬剤
師数については, 全国及び島根県ともに微増傾向
にあるが, 全国$��人に対して, 島根県には大学
薬学部がないこともあり, ��$人にとどまってい
た｡ 以上のように, 医療施設薬剤師数を除いて,
薬剤師数は全国よりも島根県が低かった｡
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"��$年の薬局薬剤師数は全国�" �$人, 島根県
����!人と, この$�年間で約(倍に増加しており,
特に���"年以降急速に増加した｡ '次医療圏別に
みても, 経時的な本傾向は同様であった｡ "��$年
において, 出雲�!"��人, 全国�" �$人, 益田�"!��
人, 浜田��#�%人, 松江��#�%人, 県央 %�$人, 雲

南%#�"人, 隠岐�#�"人であり, 出雲を除いた圏域
において全国より低く, 最も高い出雲と隠岐では
"�!倍の地域格差がみられた｡ 県央については,
出雲・松江と比較して雲南, 隠岐と同程度に低く
推移していたが, "��%年以降に増加が進んだ (図
))｡
薬局薬剤師動向に関係が深い医薬分業率をみて
みると, "��$年に島根県では#!��％になっており,
全国% �#％よりも高かった｡ ���$年以前には, 島
根県は全国に比べて医薬分業率が��％以下と低
かったが, その後, 医薬分業が一気に進んだ (図
*)｡ 次に, 島根県健康福祉部薬事衛生課の国民
健康保険分処方箋受け取り状況から推計した"��$
年医薬分業率の圏域間を比較したところ, 全県で
% � ％, 松江%"��％, 雲南%%��％, 出雲#$��％,
大田%!�$％, 浜田%���％, 益田 #��％, 隠岐%��!
％であり, いずれの圏域でも過半数以上の施設で
医薬分業率が進んでいた｡ 特に益田においては,
早くから医薬分業率が高く, "��$年には#���％と,
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全国����％, 島根県 !�"％に比してかなり高くなっ
ており, その後も持続して医薬分業率が上昇して
いた｡
薬局薬剤師ニーズに関連して, #$! 年の薬局薬

剤師%人あたりの処方箋枚数 (処方箋枚数&薬局
薬剤師%人%日あたり) をみると, 全国 '�!!枚
(!(�"枚&日・人), 島根)'!"�枚 (#���枚&日・人)
と島根県＞全国であった｡ 薬局薬剤師%人あたり
の処方箋枚数の経時的推移では, 全国では#$$ 年,
島根では#$$#年までは上昇傾向が続いているが,
それ以降はともに減少傾向となり, 全国, 島根県
ともにピーク時の約*割となった (図+)｡
また, 島根県の薬局数の動向をみると, !(()年

には!�)店舗で, #$! 年には�! 店舗となり増加し
ていた｡ 開設者が自ら管理している薬局は, !(()
年)�店舗が#$! 年!�店舗と激減し, 開設者が自ら
管理しない薬局 (大手薬局チェーン等) が!(()年
!#�店舗から#$! 年�$$店舗と倍増していた｡ また,
#$$(年に薬事法が改正され, 薬剤師国家資格が無
いが, 第二類・三類に限っての一般用医薬品の販
売を認められる登録販売者の試験が#$!$年から実
施された｡ この島根県内の登録販売者試験合格者
は#$!$年では#!�人であったが, #$! 年には(! 人
と急増していた｡
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医療機関薬剤師数は#$! 年において島根県 ��)
人で, 全国 ��"人をわずかに上回っていた｡ ,次
圏域別にみると, 島根大学医学部附属病院のある
出雲) ��人が最も多く, 全国より ��"人より#$��
人より多かった｡ 全国と島根県との比較では, 島
根県が#$$$年までは全国より少なく推移していた
が, #$$#年以降には逆転し全国より多く推移して
いた (図-)｡ また, いずれの圏域でも医療機関
薬剤師数が増加していたが, 雲南##� 人, 隠岐

./01 2�"3 2�4 #$!"567#(8(9:  5!� :

 ���!����

 "���#$%&�!���'()*+�,-./�



� !"人と, この#圏域では, 他圏域に比べて増加
傾向が弱かった (図$)｡
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薬剤師不足状況の検討のために, 厚生労働省設
置法第� 条に基づき設置される公共職業安定所が
運営するハローワークインターネットサービスの
求人検索 (�%&'年(月&&日調査) により, フルタ
イム, パートの求人薬剤師件数を集計した (表
))｡ その結果, 島根県内でフルタイム雇用*%件,
パート雇用+'件の薬剤師の求人があった｡ 病院と
薬局のフルタイム求人件数は病院&'件に対して薬
局, 件と, 薬局勤務の求人件数が多かった｡ また
フルタイム雇用の求人件数を圏域別にみると, 松
江&"件, 雲南$件, 出雲�%件, 県央-件, 浜田&,
件, 益田&&件, 隠岐#件となっており, 医療機関
数が多いところで求人件数が多い傾向にあった
(表))｡

 !

薬剤師数は全国と同様に島根県においても徐々
に増加してきているが, 島根県の薬剤師数は, 全
国に比較して人口&%万人対で.%～+%人少なく推移
していた｡ 島根県の圏域別の検討では, -圏域す
べてで薬剤師数は増加している｡ しかしながら,
出雲��+! 人に比べ, 雲南では&%&!,人と倍以上の

差があり, 大きな地域偏在がみられた｡ この薬剤
師の地域偏在は, 出雲をはじめ, 益田, 松江, 浜
田は比較的高く, 雲南, 隠岐は低く, 県央はその
中間で推移しており, 病院や診療所の多い地域で
は薬剤師数が多い傾向にあると考えられた｡ この
傾向は, 医師・看護師といった薬剤師以外の医療
職の地域偏在と類似している｡
薬剤師業種別の検討では, 少数割合である衛生

行政薬剤師数, 大学教員数は近年微増してきてい
た｡ 一方で, 島根県の医薬品企業薬剤師数は全国
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に比較して少なく, やや減少傾向である｡ このこ
とは, 製薬メーカー企業の営業所や企業の本社・
研究所等が島根県に少ないことと関連していると
考えられた｡
次に薬局薬剤師についてみると, 島根県, 全国
ともに薬局薬剤師数は一貫して増加し, 特に����
年以降の急速に増加していた｡ � �!年の島根県の
薬局薬剤師数は�� "#人で, 全国平均��$"!人より
�$人少なかった｡ 薬局薬剤師数は, 業種別薬剤師
の中で最も増加しており, その要因には, 本研究
でも示される通り医薬分業の推進が大きく関与し
ていると考えられた｡ 歴史的に医薬分業をみてみ
ると, 明治以前の日本では, ｢医薬兼業｣ で医師
が薬を調剤していた｡ しかし, 明治維新によって
ドイツ医学が主流となり, ドイツでおこなわれて
いた医薬分業が取り入れられたが, 薬剤師が不足
引き続き ｢医薬兼業｣ が認められため, ��% 年に
｢医薬分業法｣ が成立した後も, 医薬分業は事実
上進まなかった｡ しかし, ��&!年に診療報酬制度
改定で処方せん料が大幅に引き上げられることに
より, 薬価差益も次第に減少し, 医薬分業が大き
く進んだ�)｡ この医薬分業の進行に伴って薬局薬
剤師数は増加し, 結果, 薬剤師総数が増加し,
� �!年の薬剤師数は����年の数の約'倍となった
ものと考えられた｡
薬局薬剤師数の圏域別の検討では, 出雲, 益田,
浜田, 松江ではほぼ全国並みまたはそれ以上で推
移しているが, 隠岐, 雲南では全国のほぼ半数程
度で推移し, 県央は中間にある｡ 特に益田では,
薬局薬剤師の増加傾向が強く, 全国や県平均比べ
て早くから増加しており, ����年～�  $年までは
全国を上回っていた｡ これは, 益田においては,
� �#年には医薬分業率$%"$％と早くから医薬分業
が進んだ事が要因の一つと考えられた｡ 益田が全

国に先駆けて医薬分業が進んだ背景には, 医師会,
歯科医師会, 薬剤師会の定期的な意見交換を行う
等, 連携体制が構築されていたことがあげられる｡
具体的には, 地域の(つの病院薬剤師等の働きか
けによる原則院外処方の取り組みと, この取り組
みに対する地域薬剤師会の応需体制の構築が早く
から機能した結果, その後急速に開業医の院外処
方が増えたことが益田圏域での薬局薬剤師数の増
加に結び付いたと考えられた#)｡
また, 島根県内の薬局数は, ���)年から� �!年

の約� 年間で�")$倍に増えた｡ 薬局数増加に関連
して注目すべき点として, 開設者自らが管理する
薬局数は著しく減っていた｡ このことは, 開設者
自らが管理する薬局は, 経営者の高齢化, 後継者
不足, 薬剤師不足等から経営維持が困難となり,
薬局の系列化, Ｍ (*+,-+,) ＆Ａ (./012324256)
が進行し, 調剤業務以外の一般用医薬品販売業務
が, 登録販売者量販店やコンビニ等で主に取り扱
われるようになった影響があると考えられた｡
現在の薬局薬剤師の不足状況を, ハローワーク

インターネットサービスの求人情報から推定する
と, フルタイム雇用としての求人件数 (� �&年)
は松江�%件, 雲南'件, 出雲�%件, 県央7件, 浜
田�#件, 益田8件, 隠岐(件で, 島根県全体で)#
件の求人情報があり, 薬剤師数全体が増加してい
るといっても, 現在では, まだかなり不足してい
る現状が明らかとなった｡ 今後, 地域包括ケアが
より推進される中で, 在宅医療の需要が増えて,
かかりつけ薬局としての服薬管理, �!時間対応・
在宅対応, 医療機関等連携に加えて, より高度な
薬学管理機能, 疾病の予防や健康サポートへの貢
献が求められている!9%)｡ さらに� �)年策定の島根
県地域医療構想))では, 病床再編の中で, 在宅医
療を推進する方向で計画が行われており, 当面は,
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薬局薬剤師のニーズは増えると考えられる｡
次に医療機関薬剤師数は, 薬局薬剤師数と同様
に増加傾向を示し, ����年までは全国が島根県よ
りも高く推移しているが, ����年には逆転し, そ
の後全国に比べ島根県の医療機関薬剤師数が高く
推移していた｡ 歴史的な経緯として, 医療機関薬
剤師は,  !"�－ !!�年頃には, 病院数及び病床数
が増加し相対的にかなり不足している状況がみら
れた｡ しかし,  !##年の診療報酬改定で入院調剤
技術基本料が導入されたのを契機として, その後,
診療報酬加算により病棟での薬剤師業務が拡大し
てきたことが後押しとなり, 医療機関薬剤師が増
加したと考えられた｡ 更に, 医療機関薬剤師は,
病院死亡率の減少"), 有害副作用の抑制#), 医療費
の抑制に寄与する!)といった報告が相次いで散見
されている｡ 現在も, 手術室, 集中治療室, 感染
対策, 医療安全, 臨床研究への関わりといった新
たな業務範囲が拡大し続けており, 病院内での薬
剤師の役割は, 今後更に重要になってくるものと
考えられる$)｡ 現在, 表%に示す求人数や島根県
病院対象の薬剤師ニーズアンケート調査の結果
(論文投稿中) からは, 島根県の多くの医療機関
が, 薬剤師不足であり, 確保に苦労している現状
が伺われる｡ しかし一方で, �� &年の地域医療構
想において, 一般病床と療養病床を合わせた全国
の必要病床数が,   '&％削減 ( ('&万床) すると
され, 島根県においても, 一般病床と療養病床を
合わせた必要病床数が, �� $年#)#�(床から���(
年&)(&!床と, �)�*&床削減することになってい
る&)｡ こういった病床や病院再編によって, 薬剤
師をはじめ医師・看護師等の地域における医療人
各々の役割が, 徐々に影響を受けるものと思われ
る｡ 換言するに, 薬剤師に限らず, 医師, 歯科医
師, 看護師, 栄養士, 救急救命士, +,, -,,

./0といった専門職が一同に揃う医療現場が減
少してくると考えられ, 業務の相互補完などと
いった専門の職権にとらわれないニーズへの適応
が, より良いチーム医療のために必要かもしれな
い｡
薬剤師ニーズと関連して, 薬剤師育成機関であ

る大学薬学部についてみてみると, 国立大学薬学
部の入学定員は国立大学で !((年(((人から !#(
年 ) �(人と*�年間で倍増し, 公立大学では !((
年*��人から !"(年*$�人と微増, 私立大学では
 !((年 )*��人から !"(年&)�&�人と$'"倍に急増し
ていた｡  !"(年以降に私立大学薬学部の新設が増
え, �� &年の私立大学薬学部入学定員は *)�*$人
(1年制の薬剤師コース  )$$(人と2年制の薬剤
研究者コース )(#!人の合計) �3  )と !"(年の約4
倍となった｡ 毎年, 薬剤師国家試験合格者が
 �)���人以上輩出されていることとなり, 薬剤師
総数は今後も増加すると推測される �)｡ 大学薬学
部の質高い教育により, 多くの優秀な薬剤師を育
成し, 地域による偏在の解消, 医療の重要な担い
手として活躍の場を広げていくことが重要と考え
られる｡
本研究での限界として, 第%に, 今回利用した

生データでは, 常勤, 非常勤, 休暇中等の勤務形
態や勤務時間の区分は無く, 登録された全ての薬
剤師を%名として集計している｡ このため, 薬剤
師数は, 実態よりも過大換算されている可能性が
ある｡ 第4には, 病院規模が大きいほど, 薬剤師
定員数が多くなる｡ このため, 圏域間での比較に
おいて, 大病院が存在する圏域では, 存在しない
圏域に比較して薬剤師数が多くなり, 大病院の有
無で調整を行っていない人口 �万対あたりの薬剤
師数は, 圏域格差が過大評価されている可能性が
ある｡
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島根県内の薬剤師数は増加し, 一定程度の施設
偏在, 地域偏在, 薬局薬剤師数＞医療機関薬剤師
数といった全国とほぼ同様の傾向がみられた｡ 薬
局薬剤師数は現在でも不足しているが, 今後地域
包括ケアが推進されると, 在宅医療の広がりとと
もに, 薬局薬剤師のニーズは増えることが予想さ
れる｡ また, 医療機関薬剤師については, 短期的
には不足するが, 長期的にみると, 病床再編や人
口減少・高齢化の進む中で, ニーズが大きく変化
すると考えられた｡ 地域における将来の薬剤師

ニーズについては, 人材育成, 業務内容拡大や偏
在, 地域包括ケアでの役割といった種々の観点か
らのさらに詳細な検討が必要であると考えられる｡
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